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平
成
j

年
度
定
期
総
会
が
五
月
二
十
四

日
（
金
）
に
京
都
府
立
総
合
資
料
館
会
議

室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
際
し
て
、
高
向
洋
祐
会
長
、
会

場
館
で
あ
る
京
都
府
立
総
合
資
料
館
中
山

禎
輝
館
長
の
あ
い
さ
つ
。
つ
づ
い
て
平
成

八
、
九
年
度
理
事
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

こ。t
 

◇

総

会

議

事

◇

総
会
は
、
田
辺
町
立
中
央
図
書
館
山
崎

隆
男
館
長
を
議
長
に
選
出
。
加
盟
館
三
十

館
の
出
席
、
二
十
一
館
の
委
任
状
で
総
会

が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
議
事

が
す
す
め
ら
れ
、
平
成
七
年
度
会
務
報
告

・

決
算
報
告
、
平
成
八
年
度
事
業
計
画

・
予

算
案
、
分
担
金
規
定
改
正
案
、
顧
問
委
嘱

・

監
事
選
出
に
つ
い
て
、
報
告

・
提
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会

務

報

告

会
務
報
告
で
は
、
老
朽
化
に
伴
っ
て
施

設
運
営
面
で
制
約
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
府
立
図
書
館
の
状
況
と
新
館
に
向
け
て

の
動
き
。
ま
た
、
市
町
村
図
書
館
等
の
特

徴
的
な
動
き
と
し
て
、
七
年
四
月
の
岩
倉

図
書
館
の
新
設
、
十

一
月
の
城
陽
市
立
図

書
館
の
新
築
移
転
に
続
い
て
、
西
宇
治
図

書
館
新
設
、
園
部
町
立
図
書
館
新
築
の
具

体
化
な
ど
施
設
面
で
の
充
実
。
宇
治
田
原

町
や
美
山
町
な
ど
未
設
置
町
村
で
の
図
書

館
設
置
へ
の
動
き
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

相
互
協
力
で
は
「

F
A
X
版

W
A
N
T

E
D
」
の
実
施
に
伴
い
、
市
町
村
相
互
貸

借
が
引
続
き
大
幅
な
伸
び
を
示
し
て
い
る

状
況
や
、
こ
の
取
組
の
中
で
の
課
題
も
提

示
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
は
、
第
四
回
図
書
館
大
会
の

成
功
、
研
修
事
業
の
充
実
、
相
互
協
力
事

業
の
活
発
化
、
広
報
紙
面
の
充
実
な
ど
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
研

修
事
業
の
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
「
赤

ち
ゃ
ん
絵
本
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
連

条

そ~ 月．、 月＇、 凩＇ 町 加
都 盟
市 図

の 都 都 を 書

除 館

＜ 規

他 府 市 市 村 模

五 五 分
五

゜゚゜
五 担

ヽ ヽ ヽ ヽ ヽ
金

゜゚゜゚゜
ヘ

゜゚゜゚゜
円

゜゚゜゚゜
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続
し
て
実
施
さ
れ
た
研
究
会
は
、
職
員
の

相
互
研
究
の
場
と
し
て
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
四
年
間
続
け
ら
れ

て
き
た
分
担

金
改
定
の
申
請
が
一
部
承
認
さ
れ
た

こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

事

業

計

画

等

平
成
j1
年
度
事
業
計
画
で
は
、
総
会

・

理
事
会
の
開
催
を
始
め
、
研
修
研
究

・
相

互
協
カ

・
広
報
の
各
事
業
の
他
、
関
係
機

関
へ
の
要
望
活
動
や
第
五
回
京
都
図
書
館

大
会
の
開
催
へ
の
対
応
な
ど
が
か
か
げ
ら

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
な
ど
で
具
体
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

予
算
は
、
分
担
金
の
改
定
が
併
せ
て
承

認
さ
れ
た
関
係
で
、
分
担
金
が
七
八
、

0

0
0
円
の
増
収
、
総
額
五
八
一

、

0
0
0

円
、
各
事
業
の
充
実
の
た
め
に
配
分
さ
れ

ま
し
た
。

改
定
後
の
分
担
金
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◇
八
年
度
被
表
彰
者
◇

藤
原
恵
美
子
（
峰
山
町
立
図
書
館
）

中
渡
瀕
允
浩
（
京
都
市
東
山
図
書
館
）

吉
田
康
子
（
京
都
市
北
図
書
館
）

鷲
見
智
子
（
京
都
市
東
山
図
書
館
）

尾
上
奈
緒
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

山
田
千
都
留
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

坂
上
春
彦
（
京
都
市
久
我
の
も
り
図
書
館）

石
田
由
利
子
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

長
谷
川
幸
治
（
京
都
市
南
図
書
館）

白
井
真
弓
（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

中
川
明
子
（
京
都
市
北
図
書
館
）

森
脇
祐
美
（
京
都
市
岩
倉
図
書
館
）

河
原
忠
（
京
都
府
立
図
書
館
）

今
泉
八
寿
代
（
京
都
府
立
図
書
館）

A

理
事
＞

会

長

高

向

洋

祐

（
亀
岡
市
立
図
書
館
）

嵯
峨
根
行
雄

（舞
鶴
市
立
東
図
書
館
）

林

芳

男

（
井
手
町
図
書
館）

河

原

忠

（
京
都
府
立
図
書
館
）

大

山

輝

美

（
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
）

村

上

康

夫

（
向
日
市
立
図
書
館
）

澤

井

昭

子

（
八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館
）

松

魚

継

代

理 理 理 理 理 理

事 事 事 事 事 事

副
会
長

◇

事

例

発

表

◇

定
期
総
会
の
後
、

事
例
発
表
会
が
行
わ

れ
、
新
館
設
置
オ
ー
プ
ソ
に
向
け
て
の
苦

労
話
が
こ
も
ご
も
発
表
さ
れ
た
。
発
表
テ
ー

マ
と
発
表
者
は
次
の
と
お
り
。

「
京
都
市
岩
倉
図
書
館

一
年
間
の
歩
み
」

京
都
市
岩
倉
図
書
館

森

脇

祐

美

氏

「
新
館
建
設
に
つ
い
て
」

城
陽
市
立
図
書
館

山

口

隆

氏

「
福
知
山
市
視
聴
覚

・
情
報
セ
ソ
タ
ー
概

要」
福
知
山
市
立
図
書
館

◇

新

役

員

体

制

◇

足
立
憲
三
氏

◇
第
＿
回

（
美
山
町
立
図
書
館
）

矢

野

和

子

（
宮
津
市
立
図
書
館
）

藤

村

英

子

（
峰
山
町
立
図
書
館）

〈
監
事
＞

河
崎

雪
雄
（
綾
部
市
図
書
館）

田
中
正
子
（
京
北
町
文
化
セ
ソ
タ
ー
）

A

顧
問
＞

五
十
嵐

一
郎

（
京
都
府
立
図
書
館
）

中

山

禎

輝

（

京
都
府
立
総
合
資
料
館
）

久
保
恒
男
（
京
都
市
中
央
図
書
館
）

〈
事
務
局
＞

事

務

局

長

森

善
之

事
務
局
員
今
泉
八
寿
代

亀

井

智

司

（
京
都
府
立
図
書
館）

理
事
会
報
告
◇

今
年
度
最
初
の
理
事
会
が
四
月
十
九
日
、

府
立
図
書
館
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た
理
事

に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
は
、
平
成
七
年
度
会
務
報
告

・

収
支
決
算
報
告
、
平
成
八
年
度
事
業
計
画

（案）

・
予
算
（
案
）
、
分
担
金
規
定
改

正
（
案
）

、
監
事
の
選
出
及
び
顧
問
の
委

嘱
、
平
成
八
年
度
職
員
表
彰
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
協
議
の
結
果
、
部
修
正
の
う

理

事

理

事

●

新

館

長

紹

介

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

大

山

輝

美

同

山

科

図

書
館

原

田

正

彦

同

下

京
図
書
館

菊

川

文

同

吉
祥
院
図
書
館

松

井

正

夫

同

右

京
図
書
館

森

山

正

昭

同

洛

西

図

書
館

井

上

嘉

久

同

向

島
図
書
館

奥

村

保

之

向
日
市
立
図
書
館

村

上

康

夫

宇
治
市
中
央
図
書
館

田

口

政

広

福
知
山
市
立
図
書
館

足

立

憲

三

舞
鶴
市
立
西
図
書
館

倉

橋

万

青

宮
津
市
立
図
書
館

矢

野

和

子

京
都
府
立
総
合
資
料

館

中

山

禎

輝

京
都
府
立
図
書
館

五

十

嵐

一
郎

宇
治
田
原
町
立
図
書
館
（
新
設
）
浅
田

美
山
町
立
図
書
館
（
新
設
）

松
魚

継
代
猛
夫

え
定
期
総
会
に
諮
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
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伊
根
町
立
本
庄
地
区
公
民
館

今
年
度
よ
り
、
京
都
府
図
書
館
等
連
絡

協
議
会
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

「
伊
根
町
立
本
庄
地
区
公
民
館
図
書
室
」

で
す
。当
図
書
室
は
、
浦
島
伝
説
で
名
高
い
、

「
浦
島
神
社
」
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
、
窓

か
ら
は
、
本
殿
、
神
社
の
森
、
田
園
風
景

等
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
環
境
の

良
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
に
オ
ー
プ
ソ
し
た
本
庄

地
区
公
民
館
の

一
角
に
あ
る
面
積
四
十
五

2m
、
閲
覧
席
十

二
程
度
の
小
さ
な
図
書
室

で
す
が
、
す
ぐ
側
に
「
本
庄
小
学
校
」
が

あ
る
た
め
、
児
童
の
利
用
が
非
常
に
多
く
、

下
校
時
、
夏
休
み
期
間
中
等
は
子
供
で
い
っ

ぱ
い
と
い
う
よ
う
な
状
況
で
す
。

又
、
今
年
四
月
よ
り
、
利
用
し
て
い
た

だ
く
方
々
の
利
便
を
考
え
て
、
日
曜
開
館

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
中
学
生
が
利
用
す

る
よ
う
に
な
り
、
成
人
の
方
々
も
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
来
館
者
が
増
え
て

お
り
ま
す
。

な
お
、
蔵
書
冊
数
は
、
四
、

三
0
0冊

で
あ
り
、
内
児
童
書
は
四
八

0
冊
で
、
こ

れ
に
加
え
て
府
立
図
書
館
よ
り
広
域
貸
出

を
受
け
て
い
る
分
が
五
、

0
0
0冊
（
児

童
書
二
、
四
七

0
冊
）
あ
り
ま
す
。
年
間

貸
出
冊
数
は
、
約

二
、

0
0
0冊
で
す
。

今
年
の
六
月
五
日
、
新
設
の
町
立
図
書

館
が
宇
治
田
原
町
総
合
文
化
セ
ソ
タ
ー
の

二
階
で
開
館
し
ま
し
た
。
同
セ
ソ
タ
ー
内

に
は
ホ
ー

ル
、
お
茶
の
資
料
室
等
が
あ
り
、

ま
わ
り
に
は
野
外
ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
ふ
れ

あ
い
広
場
も
あ
る
複
合
施
設
で
す
。
場
所

は
宇
治
田
原
町
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
あ
り
、

体
育
館
や
中
学
校
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

館
内
、

書
架
部
分
の
天
井
は
高
く
、
広

い
窓
の
外
は
緑
い
っ
ば
い
の
景
色
が
ひ
ろ

が
っ
て
開
放
感
の
あ
る
図
書
館
と
な
っ
て

い
ま
す
。
上
部
に
は
ス
テ
ソ
ド
グ
ラ
ス
が

二
ヶ
所
は
め
込
ま
れ
、
や
わ
ら
か
な
光
が

注
ぎ
、
木
製
書
架
の
ぬ
く
も
り
と
あ
い
ま
っ

新

館

紹

介

ー
本
と
の
め
ぐ
り
あ
い
1

宇
治
田
原
町
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン

ば
り
を
い
つ
も
敏

感
に
し
て
資
料
の

整
備
や
児
童
サ
，
1

ビ
ス
の
充
実
を
図

り
な
が
ら
、
よ
り

多
く
の
人
た
ち
に

活
用
し
て
い
た
だ

け
る
施
設
を
め
ざ

し
て
図
書
館
、
‘
つ
く

り
に
頑
張
っ
て
い

ぎ
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

゜
゜

゜

゜

〈平成 8年度研究集会等〉
第82回全国図書館大会

於：別府市、大分市

10月23日（水） ～25日（金）

全国公共図書館研究集会

・整理部門 於：鴨川市

9月19日（木） ～20日（金）

・参考事務 於：福島市

9月26日（木） ～27日 （金）

・奉仕部門 於：福岡市

11月 7日（木） ～ 8日 （金）
・児童奉仕 於：高知市

11月14日（木） ～ 15日（金）

近畿公共図書館協議会研究集会

・整理部門

12月 6日（金）

（担当：奈良県立奈良図書館）

・奉仕部門

（担当：兵庫県立図書館）

・参考事務

11月22日（金）

（担当：京都府立総合資料館）

地区別公共図書館研究協議会

（主催文部省）

（担当：神戸市立中央図書館）
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て
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
か
も
し
だ
し

て
い
ま
す
。

開
館
時
は
、
蔵
書
三
万
冊、

A

V
資
料

（
ビ
デ
オ
、
C
D
、
L
D
、
テ
ー
プ
）
は

約
千
点
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
地
は

緑
茶
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
お
茶
関

係
の
資
料
も
集
め
て
い
ま
す
。

コ
ソ
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
業
務
で
処
理
時
間
の
短
縮
を
図
っ

て
お
り
、
利
用
者
用
端
末
機
も
よ
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
A

V
コ
ー
ナ
ー
で
は
テ
レ

ビ
モ
ニ
タ
ー
を
四
台
備
え
、
八
席
で
ビ
デ

ォ、

L
D
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ

デ
オ
、
C
D
は
全
年
令
層
に
人
気
が
あ
り
、

順
調
に
回
転
し
て
い
ま
す
。

開
館
後
ま
だ

一
ヶ
月
、
今
後
は
本
の
こ

と
な
ら
図
書
館
へ
行
け
ば
何
か
わ
か
る
、

そ
う
い
う
信
頼
感
が
得
ら
れ
、
住
民
の
み

な
さ
ん
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
に
、
目
＜

忙が’⇔’・-9- ”•ペ-:雰---―-っ-'，ヽ・、知 ヶ
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平
成
八
ー
九
年
度

〔
研
修
研
究
一

委
員
長
林

芳

男井
手
町
図
書
館

委

員勝

野

徹京
都
市
左
京
図
―-＝-E
館

斎

藤

隆

司

長
岡
京
市
立
図
書
館

田

中

芳

子

城
陽
市
立
図
書
館

西

村

夏

栄

八
幡
市
立
八
幡
市
民
図
書
館

辻

玲

子田
辺
町
立
北
部
住
民
セ
ソ

タ
ー
図
書
室

山

岡

孝

行

木
津
町
中
央
図
書
館

辻

克

哉加
茂
町
立
図
書
館

辻

｀
勝
彦

精
華
町
立
図
書
館

栗
林
さ
よ
子

亀
岡
市
立
図
書
館

生
駒

彩

子

綾
部
市
図
書
館

藤
原
恵
美
子

峰
山
町
立
図
書
館

矢

部

弘

毅

京
都
ラ

1
ハ
ウ
ス
点
字
図
書
館

持
田
木
乃
美

京
都
府
立
総
合
資
料
館

過
日
の
定
期
総
会
で
、
本
年
度
の
事
業

計
画
の
大
枠
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

輝
美

委
員
長
河
原

委

員内
ヶ
島
久
美
子
京
都
市
中
央
図
書
館

高

坂

邦

男

向

日

市

立

図

書

館

嶋

田

ゆ

み

宇

治

市

中

央

図

書

館

杉

本

文

雄

八

幡
市
立
八
幡
市
民
図

書
館
田
辺
町
立
中
央
図
書
館

木
津
町
中
央
図
書
館

亀
岡
市
立
図
書
館

福
知
山
市
立
図
書
館

宮
津
市
立
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

〔
広
報
委
員
会
〕

委
員
長
大
山

委

員辻

井

善

雄

森
本
三
貴
子

中

川

新

也

倉

橋

万

青

比
嘉

雅

子

田
中
か
ず
子

◎

研

修

研

究

委

員

会

よ

り

石
井
神
田
山
本
谷岡
本
西
村
小
林

京
厚
美
幸
義
明
知
子
文
子
育
子 忠

〔
相
互
協
力
委
員
会
〕

京
都
府
立
図
書
館

京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館

京
都
市
向
島
図
書
館

久
御
山
町
立
図
書
館

田
辺
町
立
中
央
図
書
館

舞
鶴
市
立
西
図
書
館

京
都
府
立
総
合
資
料
館

京
都
府
立
図
書
館

亀

村

志

保

京
都
府
立
図
書
館

近
く
、
研
修
研
究
委
員
会
を
開
催
し
、

各
委
員
の
グ
ル
ー
プ
わ
け
を
行
い
具
体
化

を
図
る
予
定
で
す
。

平
成
七
年
度
に
は
、
新
し
い
試
み
と
し

て
児
童

•

青
少
年
奉
仕

研
修
会
を
担
当
委

員
を
中
心
に
し
て

三
回
連
続
の
研
究
会
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
八
年
度
は
、
こ

の
経
験
を
活
か
し
て
、
府
内
全
域
を
対
象

と
し
た
研
修
会
だ
け
で
な
く
、
各
担
当
委

員
を
中
心
と
し
た
、
小
さ
な
地
域
単
位
で

の
研
究
会
も
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
加
盟
館
の
経
験
を
持
ち
寄

り
実
り
多
い
研
修
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎

相

互
協
力
委
員
会
よ
り

今
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

「
相
互

貸
借
実
態
調
府
」
を
実
施
し
、
現
在
、
そ

の
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昭

和
六
十

一
年
と
平
成
四
年
に
続
く

三
回
目

の
調
査
で
、
府
内
の
公
共
図
書
館
と
読
書

施
設
六
十
三
館
す
べ
て
か
ら
回
答
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
集
計
が
で
き
ま
し
た
ら
委

員
会
を
開
い
て
、
分
析
と
報
告
書
の
刊
行

作
業
を
行
う
予
定
で
す
。

現
行
の
「
新
聞

・
雑
誌
総
合
目
録
」
は

発
行
か
ら

二
年
が
経
過
し
、
変
更
箇
所
が

増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
度
の
委
員
会
で
、

全
面
的
に
改
訂
す
る
の
か
、
追
録
に
す
る

の
か
、
結
論
を
持
ち
越
し
て
い
ま
し
た
。

委
員
会
で
改
め
て
議
論
し
て
進
め
ま
す
。

相
互
協
力
担
当
者
会
議
ほ
か
の
事
業
に

つ
い
て
は
、
日
程

・
内
容
を
検
討
し
て
、

実
の
あ
る
も
の
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て

◎

広

報

委

員

会

よ

り

平
成
八
年
度
第
回
広
報
委
員
会
を
六

月
十
九
日
に
京
都
市
伏
見
中
央
図
書
館
で

開
催
し
、
今
年
度
の
計
画
及
び
会
報
四
〇

号
の
編
集
方
針
を
討
議
し
、
次
の
よ
う
に

決
定
し
ま
し
た
。

・
会
報
の
発
行
は
年
三
回
と
す
る
。

第
四

0
号

発
行
予
定
日
1
1

八
月
十
五
日

第
四
一
号

発
行
予
定
日
1
1

一
月
十
五
日

第
四

二
号

発
行
予
定
日
1
1

三
月
十
五
日

・
会
報
紙
面
の
主
構
成
と
記
事
取
材
編

集
の
分
担
゜

・
会
報
発
送
先
の
う
ち
、
図
書
館
の
あ

る
教
育
委
員
会

へ
は
重
複
す
る
の
で

取
り
止
め
る
。

・
次
回
の
委
員
会
は
十

一
月
上
旬
に
田

辺
町
立
中
央
図
書
館
で
開
催
。

我
が
京
図
連
協
で
は
宇
治
田
原
町

に
続
き
、
北
部
で
は
美
山
町
が
新
館

オ
ー
プ
ソ
、
南
部
で
も
山
城
町
が
開

館
を
控
え
準
備
作
業
に
忙
し
い
毎
日

と
か
：
。
次
号
か
ら
も
明
る
い
話
題

を
提
供
で
き
そ
う
で
す
。

我
ら
の
府
立
図
書
館
も
大
阪
府
立

中
央
図
書
館
に
負
け
な
い
く
ら
い
の

展
望
を
願
い
つ
つ
：
・
O

•

編
集
子

い
ま
す
。


